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歯が20本以上の高齢者  

健康寿命92日長く、要介護55日短い（0本に比べて）  
 

高齢になっても自分の歯をより多く保持できている人は、死亡率が低いことや要介護になりにくいこ

とが先行研究で示されています。しかし、要介護でいる期間との関連は明らかではありませんでした。

そこで、全国24自治体の要介護認定を受けていない65歳以上高齢者77,397名を3年間追跡したデ

ータを分析し、要介護になる前の歯の本数と、寿命・健康寿命（日常生活に制限のない期間）・要介

護でいる期間の関連を調べました。 

その結果、歯が20本以上ある人は、0本の人にくらべ、寿命が長い（男性+57日、女性+15日）だ

けではなく、健康寿命が長く（男性+92日、女性+70日）、要介護でいる期間が短い（男性-35日、女

性-55日）ことがわかりました。 

歯の健康を保つことが、健康寿命の延伸と要介護でいる期間の短縮に寄与する可能性が示され

ました。 
 

 お問合せ先：東北大学大学院歯学研究科 国際歯科保健学分野 松山祐輔 matsuyama-thk@umin.org 

 

 自身の歯が多いと、健康寿命＊が長く、要介護でいる期間が短い 
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 n = 77,397（男性 36,074 人、女性 41,323 人） 

 (  )内は未回答者を除いた歯数ごとの人数 

 ＊要介護度 2 以上の認定をうけるまでを健康寿命と定義した 

 年齢、入れ歯の使用、教育年数、所得、既往歴、主観的健康感、転倒経験、喫煙、飲酒、

歩行時間、BMI、うつの影響は統計モデルにより調整した 

 

■健康寿命 ■要介護度 2 以上でいる期間 

歯の本数 歯の本数 

男性 女性 

図１．歯の本数と健康寿命・要介護でいる期間の関連 

(12,367) (9,233) (8,662) (4,951) (13,362) (10,266) (10,544) (5,723) 
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■背景 

 歯が多いと死亡率が低いことや要介護になりにくいことが先行研究で示されています。しかし、要介護でいる

期間との関連は明らかではありませんでした。そこで本研究は、要介護になる前の歯の本数と、寿命・健康寿

命（日常生活に制限のない期間）・要介護でいる期間の関連を明らかにすることを目的としました。 
 

■対象と方法 

 JAGES（Japan Gerontological Evaluation Study, 日本老年学的評価研究）の2010年調査に回答した、全

国24自治体の要介護認定を受けていない65歳以上高齢者を3年間追跡したデータを分析しました。調査は

自記式の質問紙で行われ、歯の本数は、「0本、1-9本、10-19本、20本以上」の4区分で回答してもらいまし

た。自治体のデータベースから死亡日および要介護度2以上の認定日を得、調査データとリンクし分析しまし

た。死亡や要介護発生に影響を与えそうなその他の要因の影響を取り除くため、分析は性別で層別化し、統

計モデルにより、年齢、入れ歯の使用、教育年数、所得、既往歴、主観的健康感、転倒経験、喫煙、飲酒、

歩行時間、BMI、うつなどの影響を調整しました（それらの影響を排除しました）。 
 

■結果 

調査に回答した85,161名（回収率67.4%）のうち、77,397名（男性36,074名、女性41,323名）について３年

間追跡したデータの利用が可能でした。分析の結果、死亡や要介護発生に影響を与えそうなその他の要因の

影響を取り除いた上でも、歯が多いと、単に寿命が長いだけではなく、健康寿命が長く、一方で、要介護でいる

期間が短いということが明らかになりました。その差は85歳以上でもっとも大きく、歯が20本以上ある人は、0本

の人にくらべて健康寿命が男性で+92日、女性で+70日；寿命が男性で+57日、女性で+15日；要介護でいる

期間が男性で-35日、女性で-55日の差があることがわかりました（表１）。 

 

■結論  

 歯が多いと健康寿命・寿命がともに長く、要介護でいる期間が短いことが明らかになりました。 
 

■本研究の意義  

 厚生労働省から出されている健康日本21（第2次）では、健康寿命の延伸と、寿命と健康寿命の差を小さく

することが目標として掲げられています。本研究から、歯の健康が、健康長寿に寄与する可能性が示されまし

た。 
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表１．歯の本数と寿命・健康寿命・要介護でいる期間の関連（追跡 1,374 日） 

健康寿命 

（日数） 

寿命 

（日数） 

要介護期間 

（日数） 

健康寿命の寿命に

占める割合（%） 

男性     

65–69 歳 

≥20 本 1343.5 1355.9 12.4 99.1 

10-19 本 1336.3 1352.0 15.7 98.8 

1-9 本 1330.9 1349.5 18.6 98.6 

0 本 1319.5 1343.7 24.2 98.2 

75–79 歳 

≥20 本 1306.9 1330.6 23.7 98.2 

10-19 本 1291.5 1321.4 29.9 97.7 

1-9 本 1279.9 1315.3 35.4 97.3 

0 本 1256.1 1302.6 46.5 96.4 

≥85 歳 

≥20 本 1243.8 1280.1 36.3 97.2 

10-19 本 1215.3 1261.0 45.7 96.4 

1-9 本 1194.3 1248.4 54.1 95.7 

0 本 1151.7 1223.1 71.4 94.2 

女性     

65–69 歳     

≥20 本 1358.8 1367.7 8.9 99.3 

10-19 本 1355.2 1366.6 11.4 99.2 

1-9 本 1355.8 1367.2 11.4 99.2 

0 本 1349.6 1365.2 15.7 98.9 

75–79 歳     

≥20 本 1334.2 1356.1 21.9 98.4 

10-19 本 1324.9 1352.9 28.0 97.9 

1-9 本 1326.5 1355.1 28.6 97.9 

0 本 1310.6 1350.2 39.5 97.1 

≥85 歳     

≥20 本 1245.8 1302.1 56.3 95.7 

10-19 本 1218.0 1288.9 70.9 94.5 

1-9 本 1222.5 1301.9 79.3 93.9 

0 本 1176.3 1287.5 111.2 91.4 

＊n = 77,397；年齢、入れ歯の使用、教育年数、所得、既往歴、主観的健康感、転倒経験、喫煙、

飲酒、歩行時間、BMI、うつを考慮 

＊追跡開始時の年齢による違いを考慮するため、追跡開始時の年齢が65-69歳、75-79歳、85歳

以上の3群について寿命・健康寿命・要介護でいる日数を算出した。3群で計算した理由は、年齢によ

る変化を捉えるには、5群中この3群で必要十分だと判断したため。図１には3群の平均値を示した。 


